
第６9回鳥取市民スポーツ大会　軟式野球実施要領（Aグループ）

5月17日(日)  

【予備日　6月14日(日)】

9月6日(日)  

【予備日　9月２７日(日)】

（１） チーム編成　１校区１チーム。監督１名、選手９名以上２５名以内とする。

（監督は選手を兼ねることができる。）

（２） 参加制限 高校に在学している者は対象外とする。

大学生（大学院・短期大学を含む）・専門学校生の参加を認める。

※3名以内とし投手・捕手では使用しないこと。学生を使用した場合は、

　オーダー交換の際に守備位置を申告すること。

（３） 競技方法　　トーナメント方式で行う。

（４） 使 用 球    公認球（Ｍ号（メジャー））

（５） 競技規則　　①現行公認野球規則による。

　予選・本選ともイニング数を７回とし、５回以降７点差でコールドゲームとする。

②時間制を採用する(１時間３０分を超えたら新しいイニングには入らない)

③７回を経過してなお同点かつ時間内の場合、延長戦（タイブレーク制）にて勝敗を決する。

④１時間３０分を超えても勝敗が決しない場合は、○×にて抽選を行い勝敗を決する。

⑤DH(指名打者)を使用することができる。

⑥その他、大会の特別規定を定めることができる。

（６） 服装　　　　選手はユニフォームを着用し、胸部に【校区名】と背中に【背番号】を明記するものとする。

ヘルメット、キャッチャーマスク等、防具を着用すること。

（７） 本年度は、Aグループの開催とする。

（１） 第１試合の塁審・記録チームは、試合開始３０分前までに集合すること。（８時００分までに集合）

予選の第１試合の塁審・記録等は、対戦表丸印番号のチームから各３名（計６名）出すこと。

第２試合以降の塁審・記録等については、前の試合で負けたチームから５名出すこと。

本選の第１試合の記録等は、第２試合のチームから各２名（計４名）出すこと。第２試合以降の

記録等は、前の試合で負けたチームから３名出すこと。なお、審判は協会が行う。

開始予定時間、塁審・記録等の規定人数がそろわないチームは、棄権とする。

申込のあった校区が棄権となった場合でも、審判を５名出すこと。

（2） 試合中にケガ等が発生した場合は、早急に事務局まで報告すること。

（3） ゴミは、必ず各校区（チーム）で持ち帰ること。

（4） 会場には駐車場が少ないので、各チームともなるべく車は乗り合わせること。

（5） 雨天等による試合実施についての問い合わせは、チーム代表者が、午前７時00分以降に

鳥取市役所へ電話すること。（℡０８５７－２２－８１１１）

（6） 保険登録・メンバー変更の締切は、試合日直前の水曜日までとする。

（７）  ユニフォームは個人のものでも構わないが、ビブス等で胸部に校区名と背中に背番号を明記すること。
（背番号の重複は認めない）

８：３０試合開始美保球場

予　　選 倉田スポーツ広場野球場 ８：３０試合開始

本　　選


